
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＷＨＯが世界中の国々に呼びかけている世界禁煙デーは今年で２７回目です。 

喫煙が健康に与える影響は大きい上、受動喫煙の危険性やニコチンの依存症を踏まえると、喫煙 

習慣は個人の嗜好にとどまらない健康問題であり、生活習慣病を予防する上で、たばこ対策は重要な 

課題になっています。 

厚生労働省は、「たばこと健康に関する正しい知識の普及」、「公共の場・職場における受動喫煙防止 

対策」事業を実施し、喫煙の危険性及び禁煙の重要性等について国民一人ひとりが身近な問題として 

とらえ、継続して取り組んでいけるようなたばこ対策の推進を図ります。 

 

 

 

 

 

            

喫煙者 VS.非喫煙者 ではなく、たばこ VS.職場（みんな） 
 

 

 

Stage1事務所内の完全分煙 → たばこの煙はもちろん、喫煙後、喫煙者から 
およそ 30分間排出される有害物 PM2.5などの                         
害から受動喫煙被害をなくそう!! 

  

Stage2 職場の完全禁煙→  たばこを吸えない環境整備が 
           ニコチン依存から従業員を救う最大の禁煙支援!! 

“禁煙に向けての環境づくり” 

      

従業員には健康で働いて欲しい!!・・・吸いにくさが禁煙への近道！ 
         

      

 
 

 Ｈ 
26 

小田急グループ健康保険組合 
 ホームページアドレス  http://www.ogkenpo.com をご覧ください 

№203 

完全分煙できている（H26年 4月調査） 
６８事業所 

 

（2014.04月調査）６８事業所 

販売あり 

38事業所 


